
　今年度は49名の新卒
者を迎え、4月1日（火）か
ら4日（金）までの4日間、
新入職員全体研修を実施
しました。研修では「永頼
会とは」から始まり、自己
紹介や部署紹介、就業規
則の説明、接遇研修、個
人情報保護教育、メンタ
ルヘルス講習など、多岐にわたる内容を通して社会人・医
療人としての基本を学びました。
　研修の一環として、松山城のある城山を全員で登る行事

も行われ、満開の桜の下、同期の仲
間と声をかけ合いながら楽しく散
策しました。本丸広場では達成感
とともに、笑顔の花が咲きました。
　初めての臨床に緊張する場面も
多いかと思いますが、一日でも早く
業務と職場環境に慣れるよう病院
全体で教育・サポートに力を入れ
てまいります。新たな一歩を踏み
出した新人職員たちの成長と活躍
に、どうぞご期待ください。
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はじめに
　本年（2025）年8月9・10日（土・日曜
日）、ANAクラウンプラザ松山におい
て、標記学会学術大会を開催させてい
ただきます。私にとっては、国際喘息学
会北アジア部会（高知）および日本呼
吸器学会総会（京都）に続いて、3回目
の全国学会の大会長を務めさせてい
ただくことになります。

テーマは「気管支喘息の全人的医
療を目指して」
　喘息は肺の病気ですが、様々な肺
内・外の併存症、合併症が高頻度で見
られます。高齢者では多病性が特徴で
あり、増加している高齢者喘息では、心
不全やCOPD、フレイルや軽度の認知
症などが合併することも多く、全人的
視点が重要となります。このため、今回
のテーマを「気管支喘息の全人的医療
を目指して」とし、関連する特別講演、
シンポジウム、教育講演を用意し、実
臨床で役立つ知識を身につけることが
できる機会となるように計画しました。
　特別講演としては、（いずれも仮題）
「呼吸器疾患に合併した心不全」
を愛媛大学 山口修教授、「好酸
球性食道炎」を大阪公立大学 藤
原靖弘教授、「総合診療から見た
喘息治療」は千葉大学 生坂政臣
教授にお話しいただく予定とし
ています。

日本喘息学会と喘息専門医
　日本喘息学会は2019年に設
立された新興の学会ながら、現
在の会員数は1200余名で、喘息
の研究者のほか多くの診療所医
師が参加しておられます。
　本会は喘息患者さんの90%以
上を非専門医が診ているという
実情から、こうした非専門医やメ
ディカルスタッフの喘息診療を

催となり、また、夏休み期間の３連休
中にあたる日程ということもあって、多
くの先生方から松山・道後訪問を楽し
みにしていると伺っています。これまで
の実績から約800名の参加を見込んで
おりますが、せっかく松山で開催され
る大会ですので、地元の先生方にも是
非ご参加いただき、近年の進歩を実
感、あるいは知識の再確認をお願いで
きれば幸いです。また喘息専門医や吸
入エキスパートを目指しておられる方
には、大会への参加が受験の要件でも
あり、多くの方々の参加をお願いした
いと思います。さらに下記のような市
民公開講座も予定しており、喘息患者
さんやご家族の方にも参加を推奨い
ただければ幸いです。
　喘息は子どもから高齢者まで、年齢
や性別を問わず発症しうる、私たちに
とって非常に身近な呼吸器疾患です。
難治の咳や息切れ、呼吸困難などがご
ざいましたら、お早めにご相談いただ
ければ幸いです。

底上げすることを設立の目的の1つと
しており、本会で一般医向けのPGAM
（Practical Guideline for Asthma 
Management）と称される喘息診療ガ
イドラインを作成しています。分かりや
すいことを旨としており、広く利用いた
だいています。ガイドラインをしっかり
理解し実践できることの証明として、喘
息専門医試験も実施しており、多くの
ご開業の先生方を含む数百名の専門
医を輩出しています。
　また、呼吸器診療には吸入治療が必
須であり、本会から吸入療法エキス
パートのためのガイドブックを出して
おり、ホームページには正しい吸入方
法も動画で公開し、患者指導に役立て
ていただいています。さらに昨年から
は吸入エキスパート試験（医師、薬剤
師、看護師などが対象）も実施してお
り、約100名のエキスパートも誕生して
います。

おわりに
　今回は第6回目の大会ですが、初め
て大阪・東京という大都市以外での開

呼吸器・アレルギーセンター長　横山 彰仁
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　松山市民病院では地域への貢献のため、各分野のスタ
ッフが施設に赴き出張講義を実施する『松山市民病院 
出張・おでかけミーティング』を行っています。
　臨床教育室は心停止に対応する一次救命処置BLSや
心停止回避の対応、窒息対応などの研修を担当しており、
医療機関を始め、急変への対応を迫られる可能性のある
団体(保育園や介護施設)などにも幅広く実施しています。
2024年冬からこの活動を始め、出張または当院で受講い
ただくなど、『おでかけミーティング＋』として研修の輪を
広げています。
　これまで研修を受講された皆様は、いずれも非常に熱
心に耳を傾けてくださり、クリニックでの出張講義におい
ても、職種や役職の垣根を感じさせない一体感の中で、
真剣に取り組んでいただきました。急変時には得たスキ
ルを活かすとともに職員の連携力も発揮できることに繋
がるのではと感じています。
　受講いただいた皆様からは「とても分かりやすい説明

だった」「定期的に訓練したい」「より強固な連携への第一
歩になる」との声をいただいています。
　研修担当者（筆者）は、日本救急医学会ICLSやアメリカ
心臓協会AHAを始め、多数の学会認定インストラクター
の資格を持ち、医療関係技術者養成学校などでの講師も
務めております。単に必要なことを伝える研修ではなく、
長期記憶とスキルが定着するような研修を心掛けていま
す。
　今後さらに研修を広めていきながら、地域への貢献を
深めていきたいと考えて
います。研修をご希望の
施設様は、当院ホームペ
ージをご確認のうえ、ぜ
ひご連絡ください。

　このたび、2025年2月に愛媛県薬剤師会表彰、5月には
愛媛県病院薬剤師会会長賞という栄誉ある賞を賜りまし
たこと、誠に光栄に存じます。これもひとえに、日頃よりご
指導・ご支援を賜っております多くの皆様のおかげと、心
より感謝申し上げます。
私は現在、松山市民病

院にて院長補佐兼薬剤部
長を務めております。また
愛媛県薬剤師会理事、愛
媛県病院薬剤師会副会長
として、地域医療の向上と
薬剤師業務の発展に力を
注いでまいりました。松山
大学薬学部臨床教授として教育にも携わり、薬剤師育成
にも尽力しております。

　今回いただいた両賞
は、長年医療へ尽くして
きたことをご評価いただ
いたものと受け止めてお
ります。薬剤師育成に力
を注ぎつつ、地域医療の
一翼を担う者として、薬
剤師としての専門性を発
揮することができるよう
に研鑽を怠らず努力して
まいります。今後とも変
わらぬご指導・ご鞭撻を
賜りますよう、よろしくお
願い申し上げます。

愛媛県薬剤師会・病院薬剤師会表彰を受けて 新入職員研修で松山城を散策

看護師           32名
薬剤師             2名
臨床検査技師 2名
理学療法士     3名
作業療法士     2名
言語聴覚士     1名
管理栄養士     1名
栄養士             2名
事務員             4名
計49名が参加しました

命を守る力を地域に ― 『おでかけミーティング＋(プラス）』で広がる研修の輪

臨床教育室 課長　永渕 克弥

愛媛県病院薬剤師会表彰にて会長
の愛媛大学医学部附属病院 田中 守
教授(右）と筆者

院長補佐 薬剤部長　大塚 尚

愛媛県薬剤師会表彰の様子

座学による研修の様子

クリニックでの研修の様子


